
2019年　  入試問題紹介
教科担当者が選ぶ「この1問」

国語担当者が選ぶこの１問

保護者向け総合情報サイト「さぽナビ」で好評連載中の「カコ
モンにTRY!」の特別版として、数ある難関校のなかから中学
受験コースの教科担当者が選んだ、差がつく「この1問」をご
紹介します。まだこれらの問題が解ける必要はありませんが、
この機会に難関中学の入試問題を体験してみてください。

ここでご紹介した入試問題の解答・解説は、4月25日に保護者向け総合情報サイト「さぽナビ」に掲載します。

空欄に共通する漢字を入れて言葉を作る問題です。答えと
なる漢字自体は難しくありませんが、完成する言葉を知ら
ないと時間を取られてしまう問題です。空欄の前後をヒン
トにして、あてはまる漢字は何かを考えていくとよいでしょ
う。灘中学校1日目の入試は言葉の問題が中心ですが、前
半に短めの読解問題が出題されることが多いです。今年は
とくに、読解問題の設問の一つに50字以上100字以内の作
文が出題されていましたので、そこに時間を残すためにも
ここはスムーズに解いておきたい問題です。

言葉の問題に時間をかけずに解くためにはまず、自分の言
葉の知識を増やす努力をしていきましょう。言葉の知識は
一朝一夕で身につくものではありません。日ごろからアン
テナを張って、自分の知らない言葉は辞書などを使って調
べたり、調べた言葉を書きとめる自分専用のノートを作成
したりするなど工夫をして学習をしましょう。また、今回の
問題では漢字の読みにも注目です。同じ漢字を入れても
完成した言葉によってどう読み方が変化するのか、という
ことにも意識して取り組んでみてください。

知らない言葉は辞書で調べ
意識して語彙を増やしていこう
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灘中学校　１日目 大問四

差がつく！ 学習アドバイス

理科担当者が選ぶこの１問
理科の入試では、身近なものと理科を結びつけた問題が出
題されることがあります。ここでは、食用の植物についての
問題を取り上げました。どの植物も普段から食卓でよく見
かけるものかと思いますが、どのような栄養が含まれてい
るか、どの部分を食べているかを意識したことはあるで
しょうか。このような問題は、普段の生活の中で、身近な理
科について意識したり疑問をもったりしてきたかで差がつ
きます。食卓に関するものでは、植物のほか、魚などを題材
にした問題がよく出題されています。

今回取り上げた問題は、Ｚ会の中学受験コースでは、5年
生以降に学習する内容が含まれていますが、この問題の
ように、身近なものと理科を結びつけて考えられるもの
は、3・4年生で学習する内容にも多くあります。
3・4年生の理科では、基礎的な知識をしっかり固めること
と、身のまわりの自然や事象などに興味をもつことが大切
です。体験を重視し、自然科学などに関するニュースを見
たり、興味をもった事象について調べたりすることをおす
すめします。
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高安 智子

東大寺学園中学校　１（５）（６）

差がつく！ 学習アドバイス

算数担当者が選ぶこの１問

「数える」こと自体は小学1年生からなじんでいることで
すが、システマチックに「数え上げる」ことはまったく別の
技術として習得が必要です。今回の問題に限らず、まちが
えた問題については必ず原因を探り、自分がまちがえやす
い箇所を把握していくようにしましょう。
Z会中学受験コース算数では、3年生の1月で「数え上
げ」、4年生の12月で「場合の数」をテーマとした学習を行
います。入試で頻出の場合の数の基本を扱っているので、
考え方をマスターし、5年以降の実戦演習に備えましょう。

規則的・体系的な数え上げが重要

江上 智美

慶應義塾普通部　第5問

差がつく！ 学習アドバイス

社会担当者が選ぶこの１問

3・4年の社会の学習では、身近な社会に対する興味・関心を
養うことが大切です。コンビニエンスストアやスーパーなど、
生活とかかわりのあることがらから経済の動向やしくみを考
えてみるとよいでしょう。今年10月から実施される予定の
「消費増税」の影響や「ネットショップ」の台頭など、買い物に
関連することは入試で問われやすいテーマとなっています。
また、統計資料を扱った問題は、表やグラフを暗記するので
はなく、そこからどのような傾向や特徴などが読み取れるの
か、その背景は何かを考えることが大切です。

身近なところから経済の動向や
しくみに目を向けよう

西田 聡美

フェリス女学院中学校　１　B-b

差がつく！ 学習アドバイス

「カコモンにTRY!」特別版

図形を題材とした、場合の数の問題です。手当たり次第に
数えて数えもれや重複を起こさないよう、規則的・体系的な
数え上げを心がけましょう。
本問は、問題文がたいへん簡潔にまとめられていますが、
この1文から何を求められているのかを読み取ることも含
めて「求められている能力」と考えるのが妥当でしょう。こ
の読み取り能力は経験に左右される部分が大きいので、バ
リエーションに富んだ問題に触れ、出題者の意図を把握す
る訓練を積むことも重要です。

百貨店・コンビニエンスストア・大型スーパーの年間販売額
の推移を示したグラフと、百貨店について説明した文を組
み合せる問題です。
グラフからA～Cの傾向を読み取り、百貨店について正しく
説明している文を選びます。選択肢ア～ウの、「少なくなっ
てきたA」、「増加したB」、「急増しているC」という部分
は、グラフを正しく読み取っています。百貨店の年間販売額
が近年少なくなってきたことを知っていると、グラフから判
断できます。しかし、そのことを知らなくても、文中の「景気
の低迷」「郊外で買い物」「外国人旅行者」などの言葉に着
目して、理由とともに判断できるかがポイントです。

「さぽナビ」へのアクセス方法 「さぽナビ」アドレス●「Z会MyPage　8739ねっと」のトップページより　 httpｓ://www.zkai.co.jp/saponavi/el/
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